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今月の表紙

・農協法公布記念日にあたって
・年金友の会パークゴルフ大会
・ＪＡ女性部　視察研修
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農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

組
合
員
・
役
職
員
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協

同
組
合
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
78

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、

農
業
者
の
協
同
組
織
を
通
じ
て
農

業
生
産
力
の
向
上
と
農
業
者
の
地

位
向
上
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制

定
さ
れ
た
こ
の
法
律
に
よ
り
、
農

業
協
同
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

農
業
協
同
組
合
は
「
農
業
者
に

よ
る
農
業
者
の
た
め
の
組
織
」
と

し
て
、
自
主
・
自
立
、
民
主
的
運

営
を
基
本
に
、
相
互
扶
助
の
精
神

の
も
と
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活

の
安
定
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
在
、
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
に

よ
る
猛
暑
や
豪
雨
、
円
安
に
よ
る

資
材
高
騰
、
国
際
的
な
食
料
需
給

の
不
安
定
化
な
ど
が
農
業
経
営
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
農
政
の
憲
法
と
も
言
わ

れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
に
よ
り
、
国
民
一
人
一
人

の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
と
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム

が
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
世
界
的
な
食
料
需
給
の
不
安

定
化
に
よ
る
輸
入
リ
ス
ク
の
増
大
、

環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
日
本

の
農
政
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
改

正
基
本
法
に
基
づ
く
農
業
構
造
転

換
対
策
の
予
算
確
保
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
、
持
続
可
能
な
北
海

道
農
業
の
確
立
に
向
け
て
、
組
合

員
の
声
を
国
政
に
届
け
る
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

国
連
は
、
持
続
可
能
な
生
産
と

消
費
、
食
料
安
全
保
障
、
気
候
変

動
対
策
、
地
域
の
人
々
へ
の
医
療
・

福
祉
、
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
の
創
出
、
す
べ
て
の
人

が
参
加
で
き
る
社
会
づ
く
り
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
貢
献

し
て
い
る
協
同
組
合
を
評
価
し
、

そ
の
認
知
の
向
上
と
協
同
組
合
の

振
興
の
た
め
に
、
２
０
２
５
年
を

国
際
協
同
組
合
年
に
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機

に
、
協
同
組
合
の
力
を
再
認
識
し
、

地
域
課
題
の
解
決
と
安
心
で
豊
か

な
未
来
の
創
造
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
は
、
組
合
員
と
の

対
話
活
動
を
一
層
強
化
し
、
協
同

組
合
の
理
念
と
精
神
を
組
織
結
集

力
に
つ
な
げ
、
今
後
と
も
組
合
員

の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ

Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農

協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。
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笑顔あふれる大会となりました…笑顔あふれる大会となりました…

年金友の会パークゴルフ大会年金友の会パークゴルフ大会
9/259/25

年金友の会年金友の会

　

層
雲
峡
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第
46
回
年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
を
22
名
（
愛
別
15
名
・
上
川
７
名
）
の
参
加
を
頂
き
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
小
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
悪
条

件
の
中
で
も
３
本
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
が
出
る
な
ど
会
員
の
方
々

の
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
感
じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
順
位
以
外
に
も
ブ
ー
ビ
ー
賞
や
猛
打
賞
（
１
番
ク
ラ
ブ

を
振
っ
て
頑
張
っ
た
人
）
な
ど
を
発
表
後
、
事
務
局
提
案
で
急
遽
く

じ
引
き
大
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
思
い
出
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
年
金
友
の
会
の
活
動
は
12
月
中
旬
に
お
楽
し
み
抽
選
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

癒しのひと時を過ごしました…癒しのひと時を過ごしました…

ＪＡ女性部愛別支部　視察研修開催ＪＡ女性部愛別支部　視察研修開催
10/110/1

ＪＡ女性部ＪＡ女性部

　

Ｊ
Ａ
上
川
中
央
女
性
部
愛
別
支
部
の
女
性
部
員
９
名
が
参
加
し
、

空
知
方
面
へ
の
視
察
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
、
道
の
駅
ラ
イ
ス
ラ
ン
ド
ふ
か
が
わ
内
に
あ
る
、【
農

産
物
直
売
所
ｅ
ｃ
ｉ
Ｒ
（
え
し
る
）】
と
砂
川
の
【
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
砂

川
本
店
】
で
す
。

　

直
売
所
で
は
、
商
品
の
説
明
や
調
理
方
法
な
ど
の
文
章
が
一
緒
に

添
え
ら
れ
て
お
り
、
消
費
者
に
わ
か
り
や
す
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
で
は
、
愛
別
町
産
の
作
物
を
つ
か
っ
た
商
品
に
驚
き

つ
つ
、
開
か
れ
た
工
場
を
自
由
に
見
学
し
た
り
、
も
の
づ
く
り
体
験

を
し
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
香
り
を
つ
く
っ
た
り
と
、
忙
し
か
っ
た

秋
作
業
を
忘
れ
ら
れ
る
よ
う
な
癒
し
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
足
を
延
ば
せ
ば
す
ぐ
行
け
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

個
人
で
行
く
の
と
は
ま
た
少
し
違
っ
た
見
方
が
で
き
、
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
部
員
の
方
も
、
次
回
は
ぜ
ひ
ご
参
加
頂

き
交
流
を
深
め
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

　

参
加
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
未
加
入
の
方

も
、
是
非
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
連
絡
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

男　

性　

の　

部

優　

勝

西
山　

雅
庸（
上
川
）

準
優
勝

鈴
木　

義
一（
愛
別
）

三　

位

佐
藤　

光
孝（
上
川
）

四　

位

水
谷　
　

知（
上
川
）

五　

位

深
瀬　

則
雄（
愛
別
）

女　

性　

の　

部

優　

勝

小
森　

厚
子（
上
川
）

準
優
勝

伊
藤　

貞
子（
上
川
）

三　

位

若
松
ア
サ
子（
上
川
）

四　

位

谷
田　

静
子（
愛
別
）

五　

位

小
山　
　

芳（
愛
別
）
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　タテのカギ↓　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
タ マ イ レ

９
月
号
の
答
え

●貸付金金利につきましては、長期プライムレートの変動に応じて見直しをしております。

固定 変動 固定 変動

出資金限度まで 2.00% ― 貯金金利＋0.5％ －

出資金限度超過 3.50% ― 9.70% －

貯金金利＋0.5％ ― 貯金金利＋0.5％ －

1.75% ― 1.75% －

制度資金金利に準ずる ― 住宅ローン金利に準ずる －

― 2.45% 3.50% －

― 2.45% 3.70% 3.20%

担保あり 2.50% ― 3.70% 3.20%

担保なし 3.00% ― 5.20% 4.70%

1.90% ― 3.50% 3.20%

3.30% 3.00% ３年固定

農地・土地改良 2.20% ― ５年固定

上記以外 3.50% 3.20% 10年固定

― 2.45% 4.20% 3.70%

農地・土地改良 20年以内 2.20% ― 4.20% 3.70%

5年以内 ― 3.00% 4.20% 3.40%

５年超 ― 3.20% 住宅ローン － 3.70%

10年超 ― 3.40% それ以外 － 3.40%

20年以内 3.50% ―

25年以内 3.70% ―

2.70% 2.50%

2.70% 2.50%

－ 3.40%

主主なな資資金金のの貸貸付付利利率率

教育ローン

リフォームローン

自動車ローン

区分
金利

長期資金

証書貸付金（准組合員用）

本所：金融共済課 金融係　　　6－5312

農機具・施設
・運転資金など

短
期
資
金

金利

総合口座

貯金担保貸付

共済担保貸付

JA住宅ローンつなぎ資金

JAマイカーローン

区分 資金名

支所：管理金融課 管理金融係　2－1111

窓 口

※他行キャンペーン
　金利を参考に個別
　に相談に応じます

－

●期間：令和７年１０月１日～令和８年３月３１日　

短
期
資
金

農
業
資
金

長
期
資
金

カードローン

JAフリーローン

住宅資金借換ローン

長
期
資
金

生
活
資
金

住宅ローン

固定変動
金利選択型

長期資金

家畜導入資金

新営農資金

資金名

クミカン

ＪＡ農業経営サポートローン

農業経営高度化促進事業資金

制度資金つなぎ資金

共済担保貸付

貯金担保貸付

営
農
振
興
資
金

ＪＡ農業経営ステップ
アップローン

証書貸付金
（正組合員向け）

ＪＡ農業経営緊急支援資金

ＪＡフルスペックローン

農業経営継続特別支援資金
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２　

第
２
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の

結
果
並
び
に
顛
末
に
つ
い
て

　
　

監
事
監
査
の
顛
末
を
報
告
し
、

今
後
の
対
処
方
針
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。

３　

リ
ス
ク
評
価
書
の
改
正
に
つ
い

て

　
　

評
価
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た
。

４　

電
子
交
換
所
か
ら
の
脱
退
に
つ

い
て

　
　

令
和
８
年
２
月
か
ら
電
子
交
換

業
務
を
廃
止
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

５　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に

つ
い
て

　
　

７
件
の
理
事
に
対
す
る
融
資
に

つ
い
て
、
利
益
相
反
行
為
に
よ
り
、

該
当
理
事
退
席
の
も
と
審
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

６　

第
２
四
半
期
見
直
し
計
画
に
つ

い
て

　
　

７
月
末
実
績
に
基
づ
く
見
直
し

計
画
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
７
年
10
月
10
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

不
祥
事
件
に
つ
い
て

　
　

不
祥
事
件
の
経
過
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

■
議
事

１　

不
祥
事
件
に
対
す
る
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

　
　

不
祥
事
件
に
対
す
る
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
７
年
９
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

２　

燃
料
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

■
議
事

１　

組
合
員
加
入
報
告
並
び
に
組
合

員
資
格
に
つ
い
て

　
　

６
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

　
　

第
７
回
理
事
会
の
承
認
内
容
に

基
づ
く
支
給
内
容
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

３　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
取
得
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

４　

令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に
つ
い
て

　
　

点
検
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

５　

営
農
経
済
専
門
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て

　
　

営
農
経
済
専
門
委
員
会
の
顛
末

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

６　

令
和
５
年
産
米
の
最
終
精
算
に

つ
い
て

　
　

令
和
５
年
産
米
の
最
終
精
算
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

７　

資
産
凍
結
等
措
置
対
象
者
及
び

そ
の
他
対
象
者
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

■
議
事

１　

組
合
員
加
入
報
告
並
び
に
組
合

員
資
格
に
つ
い
て

　
　

６
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

10
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

1
日	
Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部　

視
察
研
修

3
日	

第
４
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

23
日	

第
９
回
定
例
理
事
会

31
日	

上
女
協
中
央
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

	

購
買
部
棚
卸

（令和7年9月24日現在）

正組合員戸数	 181 戸

総組合員数	 1,997名

　正組合員数	 309名

　　うち団体数	 30団体

　准組合員数	 1,688名

　　うち団体数	 53団体

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

羽　

田　

優　

香

総
務
部
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組合員のうごき組合員のうごき

INFORMATION

営業時間短縮のお知らせ
当組合では、コンプライアンス委員会を設置し、法令を順守し公正で誠実な経営

を実践することを目的に研修会を開催しており、本年度も役員並びに全従業員を対
象とした「コンプライアンス研修会」を、下記日程で開催することといたしました。
組合員の皆様にはご不便をお掛けいたしますが、研修会開催の趣旨をご理解いた

だき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。
記

●日 付 令和７年11月21日(金)
●終了時間 午後３時30分終了
●対象部署 全営業部署（事務所・店舗・施設）
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事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか？

労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働け
る職場にしましょう。

労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働
者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的に、
国が直接管理運営している保険です。

農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用す

る事業については、法人・個人を問わず加入が義務づ

けられています。

【【おお問問いい合合わわせせ先先】】
厚厚生生労労働働省省北北海海道道労労働働局局総総務務部部労労働働保保険険徴徴収収課課（（℡℡：：001111--770099--22331111））

ままたたはは最最寄寄りりのの労労働働基基準準監監督督署署・・公公共共職職業業安安定定所所（（ﾊﾊﾛﾛｰーﾜﾜｰーｸｸ））

1111月月はは、、労労働働保保険険未未手手続続事事業業一一掃掃強強化化期期間間でですす！！


